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2005 年  12 月  11 日  

熊野の旅 熊野の宿泊事情 １ 
 熊野市は古くからの観光地です。 
 国立公園というものが出来るとすぐに『吉野熊野国立公園』が指定され、その東の

端の部分に『鬼ヶ城』『獅子岩』がありました。その頃は色んなものが無かったので

『国立公園』と言うだけで蒸気機関車に揺られてここまで来るお客さんも結構居たよ

うです。 
 紀勢線が分断されていて『紀伊木本駅』現・熊野市駅が終点だった関係で乗り継げ

ない人のために小さな旅館がたくさんありました。 
 高度成長・列島改造論の最後の頃にここには南海・高島屋グループにより観光ホテ

ル『オレンジホテル』が建てられました。金山町の高台に立てられた白亜のホテルは

どこに出しても恥ずかしくないもので、ミニゴルフ、ゴーカート、アーチェリー、ボ

ーリングなどを備えたリゾートホテルでした。しかし、近隣に南紀勝浦があり、向か

うは有名な温泉、こちらは温泉もなし…赤字続きで短期間に閉鎖されました。今は、

建物も取り壊され何も残っていません。 
 そのあと、井戸町の高台に『簡易保険保養センター』が作られましたが同じような

理由で赤字続きでした。死期回生にと温泉を掘削し、出ましたが低い温度で加温の必

要のあるものです。さらにこの時代は全国温泉だらけですから、『温泉がある』で客

が喜ぶ時代ではありません。温泉がないと『温泉も無いの？』と言われるくらいです。

そうした背景で全国の簡保センター同様閉鎖のカウントダウンが始まって居ます。 
 （次回に続く） 

 
 今は廃業している木造三階建ての『旅館』です。こうした小さな旅館が一杯点在し

ていました。鉄道の終点が華やかなりし頃の遺産です。by je2luz | 2005-12-11 12:55 



2005 年  12 月  12 日  

熊野の旅 熊野の宿泊事情 ２  
 熊野市は南紀の観光地の中ではスポット的には『鬼ヶ城』『獅子岩』と二つの自然

スポットがあり、最近では『花の窟』『松本峠』『大吹峠』『徐福の宮』などの歴史的

スポットもあり決して何も無いところではありません。 
 しかし、前回にも書きましたように『温泉場』ではありません。簡保センターと新

鹿には温泉を掘りましたが共に３０度程度のぬるいもので『加温』というものすごい

コストの掛かるものです。それに、ふるさと創生資金なる金がばら撒かれたあとの『温

泉掘削ブーム』の中の一つです。自治体ごとに温泉があるのではないかと言うほど増

えた中のものですから有名になりようもありません。 
 観光スポットも古道歩きと海水浴除いて、短時間で見物の終わるもので、『参加型』

ではありませんから足止めは難しいです。おまけに長年続く『円高』で国内旅行、そ

れも遠方になるところは余計に苦しい状況です。 
 『世界遺産』も日本中が指定されようかと言うほど乱発されていますから、かつて

の国立公園と同じでマスコミなどが取り上げる一時期を過ぎれば集客の力は落ちて

きます。すでに指定から一年以上経過し、マスコミの注目も旅行業者の関心も後から

指定された『知床』に向いています。当然、一般の人の頭からもどんどん薄れてゆき

ます。『奈良』『白川郷』『厳島』などが世界遺産だから出かけようなんて思う人は減

っているでしょう。世界遺産に指定されていることも忘れられかけています。 
 こうした先輩の有名ポイントでさえが、集客面での思惑が外れて苦戦しているよう

です。まして、「熊野古道と吉野の霊場」の世界遺産の中ではマイナーな部分の三重

県側は観光産業化すると期待する方が無理でしょう。 
 世界遺産に指定されて役所がわいわい騒いでいるうちに『熊野・簡易保険保養セン

ター』の閉鎖が発表されました。見込みがあるなら閉鎖は無いでしょう…おそらく、

営業するつもりの買い手も居ないのではないでしょうか？温泉権利つきでただ同様

でしょうけどね。 

 
 



 こんな状況ですから、熊野市内でも宿泊は楽に泊まれます。ただ、８月１７日の『熊

野大花火大会』のときは一年前でも取れない状況です。その他は正月ごろに行われる

『バッテリーキャンプ』と言うソフトボールのバッテリーを養成する行事には全国か

らの参加者でほとんど満室です。簡保が閉鎖されれば部屋数が減少するので、イベン

トにぶつかると満室になることもあるとは思いますが。３６５日のうち３５０日は貸

し切り状態でしょうね。南紀勝浦でさえが随分旅館が閉鎖しましたからね。 
 海水浴も円高でグアム・サイパン・セブ島などが紀伊半島に来て泳ぐより安いくら

いになったときから、大泊、新鹿共に民宿は簡単に取れるようです。混み合わない海

岸でのんびり甲羅干し出来ますが、日本人はみんなが居て混み合っていないと行楽に

行った気がしないところがありますから… 

 
 新鹿海岸海水浴場です。この砂浜が人で埋まることはありません。のんびりとすご

せる海岸です。   by je2luz | 2005-12-12 11:57 

 

 

 

 

2005 年  12 月  13 日  

熊野の旅 熊野古道と地元の関係 
 熊野古道が世界遺産されたことによる地元への影響は、『自分たちの町にそんなも

のがあるんだ…』と言う認識が出来たことでしょう。この山越えの道は山働きの人な

ど一部の人が知るだけで、一般には存在も知られていませんでした。 
宿場町というものでもない訳ですから忘れられて当たり前の街道でした。 
県立木本高等学校が随分前からこの古道を遠足のコースにして毎年生徒が越え

ていましたが、越えた生徒たちにも『世界遺産』クラスの道だという認識は無かった

ようです。 
 私としては今でも三重県側の古道は『世界遺産相当』とは思いにくいものです。し

かし、この世界遺産申請の発端は、今早稲田の教授をしている北川さんが三重県知事

のときに発案し和歌山、奈良両県に呼びかけて、吉野・高野・熊野と言う広大な範囲

を抱きこんで決まったものです。したがって、若干劣るとは言え三重県側を抜くこと

は出来ません。 
 中辺路とか大辺路などのように古文や歴史の方に出てきて史跡も点在するところ

と違い、そうしたものの少ないところで道が忘れられても当然でしょうね。この指定

のおかげで三重県側の人も『熊野詣』が他人事ではなかったのだと分かったところで

す。 

 
 世界遺産指定の負の面として林業との整合がとりにくいことがあります。前に

も書きましたように熊野市内の熊野古道は海岸沿いにあり、林業の面では良い山では

ないところがほとんどです。雑木山の部分もあります。それでも、山林所有者は都会

の人が歩くのとに危惧を感じています。ごみの問題も当然ですが、山火事の危険も数

百倍数千倍になったわけですからね。山火事はいったん出るとどこまで燃えるやら、



気象条件などで分からないものです。おまけに弁償してくれるわけでもありませんか

らね。 
 道は『赤道』…『公道』でも一歩踏み外せば『私有地』です。街中で他人の土地に

入るとしかられますね。林地、それも杉桧の山は林業経営の基幹となるもので私的財

産です。古道を歩くときはそれを心して歩いていただきたいものです。 

 
y je2luz | 2005-12-13 12:18 

 

 

 

 

 

 

2005 年  12 月  14 日  

熊野の旅 熊野古道と地元の関係 続き 
 世界遺産指定に関して行政の独りよがりだったことが表面化した例として尾鷲市

内での山林所有者とのトラブルが報道されています。 
 道本体は『赤道』で万人に通行権が認められているものでも、ほんの３尺離れれば

民間の土地です。更に、この道自体はこの百年ほどはハイカーも通らないものでした。

歩ける程度に維持してきたのは地元の林業家です。 
 都会の人にとっては無関心でしょうが、国立公園指定とか魚付き林指定とかされる

と個人の権利が随分制限されます。都市部での建蔽率の制限強化とか高さ制限強化、

風致地区指定強化などと同じで当事者にとっては大変厄介なものなのです。 
 尾鷲だけではなく各地で事前説明とか了承とかはきちんとなされていません。たま

たま尾鷲で火を噴いただけです。林業のサイクルは５０年とか８０年とかの長いもの

です。しかし、そのときになって伐採しようとして、本当に自由に伐採できるのか？



と言う問題があります。 

 
 しばらくすれば世界遺産も又忘れられて観光客がうろつくことは無いかもしれま

せんが、条例とかが生きていれば従わなくてはなりません。少なくとも、指定の無い

道で人の通らない山の中の道であれば、伐採作業のときに一時的に通れなくても問題

は何もありません。そして、出材の時に架線が上空を横切っても問題ありません。長

年こうしてやってきています。 
しかし、世界遺産指定されたとなれば架線が通る部分にガードを作らなくてはなり

ません。昔なら足場丸太で組んで架線が垂れ下がってもあたらないものでよかったの

ですが、こうなると鉄骨で組んで材木が万一落下しても耐えうるものにしなくてはな

りません。大変なことです。今の材木の価格でしたらそれだけで赤字になります。 
 こうしたことへの配慮がまったくなされていないのが今の世界遺産指定の現状で

す。たまたまそこに山林がある、若しくはそこを通さないと材木が出財できない人に

は死活問題なのです。 
 宅地を売ることも建て替える事も禁じて補償はなし…と言うことです。 
 予定された条例改正ですら地権者と当局の話し合いが不十分なままでの見切り発

車だったので議案の提出も見送られました。 
 山あっての熊野古道です。破壊、崩壊から守るのが筋で観光などは付随するものに

過ぎないと思うのですが・・・『世界観光資源』ではないのですから… 

 
              松本峠   by je2luz | 2005-12-14 12:09 



2005 年  12 月  15 日  

熊野の旅 熊野古道と地元の関係 続々 
 熊野古道が引き起こしている地元との軋轢に触れましたが、この問題は一時的なも

のではなく長い年月にわたり影響のあることです。今、気にもしていない林業経営者

もいざ伐採しようとすれば自由にならない、若しくはものすごい経費が掛かる可能性

があり、はたと困るか強引にやってのけるかしかないでしょうね。 
 法律とか条令とかは一度出来ると中々廃止も改定もなされません。税法のように毎

年いじられているものは別として日常生活に縁の無いものは実体に合わなくても放

置されます。そして、条項が生きている限り我々を拘束します。 
 今から１０年も経てばほんの一部の古道を除いてハイカーも来なくなるでしょう。

山林伐採が歩行者の危険になることもほとんどなくなるでしょうが、そうも行かなく

なるのが指定区域と言うものです。禿山になったりうっそうとした杉林になったり…

それが当たり前の姿のはずなのですがね。街道・古道のそばは大木があるなんて後世

が作った固定概念ですよね。 

 
 こうした軋轢は里道にも出てきます。生活道路の手直しもままならなくなります。 
 『感じの良い石段ですね』と言う道も、老人たちにとっては電動車椅子も通れない

難行苦行の生活道路だったりします。しかし、残さなくてはならない…結構大きな問

題でもあるのです。 

 
 



 熊野古道は非常に広範囲にわたるものですからそれだけたくさんの地元民に関わ

りがあり、全面的歓迎ですまない部分も多くあるのも当然です。ただ、ど田舎ばかり

ですから住民運動なども起きにくいから平和に見えているところもあります。 
 観光客の方も一歩離れれば個人の土地であり、田舎家もまだそこには普通の生活が

営まれていることを忘れないで欲しいと思います。田舎のおばあさんたちは肖像権だ

何だと言い立てませんが、それなりの配慮はしてあげてください。『住まいの参観日』

では無いのですから… 
  by je2luz | 2005-12-15 12:04 

 

 

 

 

2005 年  12 月  16 日  

熊野の旅 寒波と熊野古道 
 今、日本中が寒波に見舞われ、大変なことになっています。平地でも積雪で交通が

混乱するくらいですから、山沿いではとても観光どころではありませんね。 
 熊野古道でも山間部を通る『中辺路』などは雪に見舞われているようです。 
 山村の雪景色はすばらしいものです。思わずシャッター切る景色でしょう。しかし、

古道歩きが目的のお客さんにはとんでもないことです。里に雪が無くても山の中の北

斜面では雪は解けませんし、雪が無くても自然の湧き水が凍って歩行困難鍋所も一杯

出てきます。 
 『熊野古道』は江戸時代ごろに整備された「東海道」「中仙道」「日光街道」などと

は違い細い『石段』だらけです。まともな道の方が少ないから、大正時代以降の道路

改修にもつぶされずに残ってきたものです。里道の部分はその時代にほかの街道同様

消えています。 
 こんな道ですから、凍結などと言うのは非常に危ないことです。紀伊半島は南とは

いえ海のそばの一山を越えるとまったく別世界です。この熊野市でも国道４２号線が

海岸を離れ、たった8Ｋｍ走るだけで山を越えてしまい、そこはまさにチベットです。

冬の間は毎晩気温が零下になります。国道でさえが凍結の心配があるくらいです。そ

んな気象ですから『南紀』＝『南国』などと甘く見ることは出来ません。 
 しかし、やはり南国です。黒潮の見える海岸線では気温が零下になることは非常に

まれです。凍結や雪で古道が歩けないなどと言うことはほとんどありません。そうい

う意味で、これからの季節、厳寒期こそ熊野市内の熊野古道がお勧めですね。『松本

峠』『大吹峠』ともに海際の低い山の斜面を横切る古道ですからね。陽だまりに座れ

ば冬でも暑いくらいになります。 



 
by je2luz | 2005-12-16 12:33  

 

 

 

 

2005 年  12 月  17 日  

熊野の旅 複雑な地形と近所づきあい 
 熊野をはじめ吉野や伊勢にかけた地域は山が複雑に入り組んだ地形です。海岸は七

里御浜を除いて険しい山に隔てられたリアス式海岸です。 
 近代に入り徐々に道が作られてきましたが、大きな町があるわけでもないので道路

整備や鉄路設置は遅れに遅れて戦後になっても『陸の孤島』と呼ばれるところが一杯

ありました。 
 その時代は人間の足で物を運ぶとか小船で運ぶことが多かったのですが、その影響

で集落間の付き合いが今のようにトンネルなどの方法で道が作られてからとはかな

り違うものがありました。 
 道路を行くと山をぐるりと回って遠回りでも『一山超えるとすぐそこ…』と言うと

ころが結構あります。数年前に、又、道ができたのですが熊野市飛鳥町と熊野市新鹿

町などもその典型で、新鹿から木本方面に道が無かった頃は山越えで 10Km ほどな

ので魚なども頭にたらいを載せておばさんたちが飛鳥に売りに来ていました。そうし

た交流から昔は結構新鹿と飛鳥の縁組があり親戚関係も多かったようです。 
 私くらいの世代では遠いと思っているところが古老に言わせると『となり』と言う

ことがあるのです。これは何も熊野だけのことではなく日本中にあることですね。 
 こうした時代には熊野古道と呼ばれる松本峠や大吹峠なども集落間の道として使

われていたようです。つまり、場所によっては戦後まで使われていたと言うことです。 
 世界遺産指定で公共事業によって作られたのではなく、又。大昔に作られたのでも

ない石積みや敷石があるのはそうした背景があるからだと思います。使われなくなっ



てせいぜい半世紀なのです。 

 
 新鹿海岸・・・八丁坂を一山越えれば飛鳥町・・・陸路では一番近い隣村でした。      

by je2luz | 2005-12-17 12:25 

 

 

 

 

2005 年  12 月  18 日  

熊野の旅 ご詠歌と熊野 
 西国３３箇所のご詠歌は『紀伊の国那智山』から始まります。 
 『ふだらくや きしうつなみは みくまのの なちのおやまに ひびくたきつせ』 
 この歌から始まるもので美濃の谷汲まで西国の観音様を祀る名刹を観光ガイドよ

ろしく回るものです。 
 ここ熊野市周辺では非常にポピュラーでなんとなくついて謡える人が多いのです。

これと言うのもお通夜の時にご詠歌を謡う？唱える？からです。 
 四国の霊場巡りと違いあまりポピュラーなものではありませんが、かつては信仰と

観光をかねて回る人も結構いたようです。それにしても紀伊半島の南端から北は丹後

の天橋立まで北上し最後は美濃の国「谷汲」で終わりですが、番外と称して『高野山』

が入り、最後は信濃の国『善光寺』と言う広大なのもです。 

 
 熊野市周辺は『曹洞宗』が圧倒的に多くこの『曹洞宗』のお寺のお通夜でやるので、

大人になって世間づきあいをするようになると必然的にのべつ『ご詠歌』を聞くよう

になります。そして、『ふだらくや・・・』から始まったご詠歌が進行し『中入り』

があってお茶が配られ後半になると、早く３３番の『美濃の谷汲』になり番外の『み



はここに こころはしなのの ぜんこうじ みちびきたまへ みだのじょうどへ 』とい

う善光寺さんへ着かないかと待ちわびるものです。その間４０分から一時間です。何

もなく手持ち無沙汰なお通夜より始まりと終わりがはっきりしているので参りよい

ともいえます。 
 ところでこの『ご詠歌』のお寺は観音様を祀ったお寺で宗派もばらばら…『弘法大

師』も関係するし…浄土信仰の色合いも強いし…曹洞宗は禅宗系列では？ 
 ほかの地域でも曹洞宗はこのご詠歌をやっているのでしょうかね。 

 
この海のかなたに『ふだらく浄土』があるそうです。熊野は『神の国』であり、又、

『極楽への入り口』だそうです。 
by je2luz | 2005-12-18 12:17 

 

 

 

 

2005 年  12 月  19 日  

熊野の旅 熊野古道と語り部 
 近年、全国的に増えているのが、その地方に付いて語る『語り部』の制度です。 
 ここ熊野市には郷土史研究家と言われる人が数名いましたが、『語り部』と言われ

るような人はいませんでした。しかし、熊野古道の世界遺産指定を目指した時からそ

うした人の協力を得て『案内人』兼『語り部』を作りました。 
 最初は校長先生上がりの人と市の職員の一人が孤軍奮闘に近い形でがんばってい

ましたが最近では協力者も増えているようです。 
 熊野古道を歩くのにガイドがいるのか…それ自体に疑問もあるのですが、パリを歩

くのもロンドンを歩くのも『添乗員』が欲しい人には案内も説明もない旅は物足りな

いでしょうね。 
 熊野は何もないから信仰の対象になり、何もないからそのままの姿で残されてきた

ところです。これからもそうだと思います。 



 テレビ番組でも『自然の中に自分を置いて何かを感じることが熊野古道を歩く意味

だ』と言う趣旨のことを言っていました。私もそれが一番だと思います。ここで何が

あったかではなく、なぜ人々がここに着たのか、それが長年続いたのか、それを自分

の肌で感じるのが本筋だと思います。 
 語り部とガイドが必要な場合は観光協会や紀南ツアーデザインセンターなどに相

談されれば斡旋してもらえるのではないでしょうか？ 

 

 
 写真は熊野古道歩きのお休み処、『紀南ツアーデザインセンター』です。 
       by je2luz | 2005-12-19 12:07  


